
strcssの存在を許容する。この考え方に従え

ぱ，HighDivcのEighFa11がになって

いるstrcssは，descendmgPre－hcadの中

のstressと解釈できる。

　prc－headの中にもstressがあり得る，と

する本書の理論は，妥当である。発話全体に

emphasisを置く揚合，話し手は，しぱしば，

acccntのない要素のstressed　syllablcにも
　　　　　　　　　（4）
strcssを置くからであるo

　本書は，発話を，statemellt，wh一卿cstiQn，

yes－110　　qucstion，　colllnland，　intcrjcction

に分類し，それぞれのtonc　groupに対して，

これらの発話の種類ごとの感情の説明を加え

ている。また，抑揚練習のための豊密な例文

についてvcrbal　c・ntcxtを示し，例文の多

くには，その文に続き得る発話も示している。

こうした配慮により，本書は，抑揚とそれが

伝える感情との関係を解説することに，かな

り成功している。

　本書の抑揚分析は，かならずしもシステム

としてまとまってはいない。むしろ，多くの

tollc　groUpsを設定してそれらを並列に挙げ

た，という印象を与える。それは，本書を，

理論書ではなく，学習者のための実用書とし

よう，という意図が著者にあるためであろう。

著者のこうした意図は，相当，達成されてい

る。研究者にとっては，分析のシステムにこ

そ検討の余地があるかも知れないが，考察の

具体的材料を提供してくれる，よき資料とな

ろう。

J　D，o℃omlor　and　G，F　Amold，
∫吻㈱10％o∫C・」’09班αJE曜励，211（l

cd，Longmall　Group　Lt【L，1973

注

1・J．Do℃onnorandG，F．Arnold，初一

’oπ碑oη・∫C・♂109μ年α」加8」励，1sted，

（Lolldo1γLollgma】1s，！961；rpt、Tokyo：

Maruzen，1964）．
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2・連続的変化をする抑揚曲線については，

D，L　Bolhlger，“lntonatioll　and　Analy－

sis，”レVo7‘♂，VoL5，No3（ig49）や，

Bolillgcr，（’6，雄α1めノ，Gプα4’8％66，㈱4∫h6

。4！1－07－2vo卿，Janua　Lillguarum，No　14

（ThcHaguc：M・ut・n＆C・．，1961）に

考察され、ている。

3。Rogcr　Kmgdon，Tノ；o（諏oz耀4Eσo漉　o∫

E％8」ε5ん∫溺o％α‘30，多（Lolldon＝LQllgmalls，

1958），

4．Boliugcr，（｝o，z群α1～！y，p．39，

J，D．スペンス著

三石善吉訳’

中国を変えた西洋人顧問

麦　谷　誠　子

　本書はr在華西洋人顧問の物語」である。

　スペンス氏は現在イェール大学歴史学科で

教鞭を執る近・現代中国史の専門家である。

　著者はまず1620年代から解放前まで中国

で営々辛苦した何百人という西洋人顧問の中

から16人をとりあげ，その人々（シャール，

フェノレピースト，　ピーター・ノぐ一カー，　ウォ

ード・ゴードン，ロバート・ハート・H．N．

レイン、砿A。P．マーチン，ジョン・フライ

ヤー，エドワード・ヒューム，　ミハイノレ・ボ

ロディン，0・J・トッド，ノーマン・ベチュ

ーン，シェーンノート，スティルウェル，ウ

ェデマイヤー）の生涯と心情感懐とを書簡・

伝記資料を中心に再構成するとともに，豊富

な資料を引用して同時代の社会的・歴史的背
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景を詳細に投影することによって，彼らが当

時の中国社会の中で果たした歴史的役割を克

明に再現してみせた。

　さらに著者の視点は過去の西洋人顧問にと

どまらず，社会主義中国成立以後におけるソ

連の各分野に対する援助とその実体，やがて

中国から撤退せざるを得なくなった状況そ

してその撤退後の模索から自力更生という基

本姿勢をうちたてて，中国はもはや外国人顧

問を必要としなくなったということのもつ現

代的な意味にまで及ぶのである。

　こ二にとりあげられた16人は，宣教師，

軍人，医師，教育者，土木技師，税務官吏，

外交官，さらには職業革命家と，さまざまな

分野にわたっている。彼らは例外なく恐るぺ

きバイタリティーと不屈の精神，ゆるぎない

確信をもち，ある種の使命感のもとにその生

涯の大部分，或いは最も有意義な部分を中国

に委ねたのである。彼らはあるいは希望を抱

いて，あるいは栄光を夢見て中国に渡来し，

中国ないしは中国人を変えようというとてつ

もなく大きく深い命題に真向から立ち向った

のであった。それ故，彼らの奮闘の跡は，そ

のまま中国の近代史・現代史の流れと重なり

あう。彼らが変革を夢みた“哀れな，文明の

光の届かぬ，遅れだン中国は，今や，彼ら西

洋人顧問の手によってでなく，自らの手でめ

ざましい改造を遂げた。中国人は西洋的なも

のへの変身を遂げたのでなく，それまでの社

会を根底から覆えし，独自の社会，人間観，

世界観を打ち樹てたのである。この350年に

わたる西洋人顧問の活動は中国をいささかも

“変えた”わけではなく，彼らの営為奮闘は

単に‘‘変えよう”と努力したに過ぎなかった

のである。

　とまれ，幻と歴史の流れの狭間で奮闘した

西洋人顧間の生々しい生きざまと眩きは，そ

れぞれにまさしく‘物語Pン以外の何物でもな

い。これら16の“物語”によって構成され

た本書は，いわば他に類を見ない面白さをも

つ格好の“読み物”である。しかし，本書は

単なる“読み物”の域に止まるものではない。

その資料操作の的確さや懇切丁寧な原注，さ

らには訳者が原文に一つ一つ当って附した彪

大な訳注などによって，本書は本質的には中

国近・現代史の一大傭鰍図として大いに価値

ある学術書なのである。いずれにもせよ，人

をして一気呵成に読了させてしまう著者の箪

致や実に見事というぺきであろう。それは著

者の硯究者としてのなみなみならぬ力量と深

い造詣のなせる業であるが，そもそも「優越

感というものがいかにいい加減なものである

か，他人への奉仕と搾取がいかに区別しがた

いものであるか」（序文）という作者の鋭い

批判に本書の出発点〔があるからに他ならない。

　この16人の西洋人顧間の中で最も対照的

な存在と言えるのは，ビーター・パーヵ一

（3章）とノーマン・ベチューン（8章）であ

ろう。前者は清朝治下の中国ヘプ・テスタン

トの伝道師として，後者は抗日戦争の最中，

中国共産党支配下の解放区へ同志としてやっ

て来たそれぞれ医師であワた。

　ノーマン・ベチューンは今なお中国人から

深く敬愛されている数少ない西洋人顧問の一

人である。彼はカナダでの恵まれた生活を捨

てて，はるばる中国にやって来た。彼は毛沢

東と会った後，直ちに医療隊をひきいて前線

に赴き，移動野戦病院を組織するとともに，

医療技術を人々に教えた。r医師が傷病兵の

所へ行け，来るまで待つな」というス・一ガ

ンの下，徹底的に無私の心で手当に当ったの

である。例えば，馬を駆って75マイルの道

を突っ走って戦揚に赴き，その直後40時間

で71の手術を行なったり，69時間ぶっつづ

けで115人の負傷者の手当をしたりした。彼

は過労の為，49歳にもかかわらずまるで70

歳位に見えたという。そして，ついに手術の

傷がもとで敗血症に罹り，その生涯を中国革



命の前線で終えた。死の直前，議栄鑛将軍に

宛てた遺書の中で，r最後の二年間は私の人

生のうちで最も重要な，最も意義のある年で

した。時にはたまらなく淋しいこともありま

したが，私の最も愛する同志達にかこまれて，

私は最高の任務を全うすることができました。

もうこれ以上書きつづけるカがありません。

あなたに，そしてすぺての私の同志たちに万

感の感謝を……」と述べている。ベチューン

は中国を変えつつあった人々への限りない尊

敬と愛情，そして自らの使命を自覚し全力を

あげてそれを遂行しえた人のみのもつ崇高な

安らぎとを抱いて死んだのである。彼の死後

間もなく，毛沢東は彼の「毫不利己専門利人

的精神」（いささかも己れを利することなく，

専ら人を利する精神）に学ぶよう『ベチュー

ンを記念する』という迫悼の小文をしたため

て彼の共産主義精神を顕賞した。そしてこの

小文はプ・文革の最中，“革命家のもつべき

基本的要件を示す必読文献’にあげられ，彼

は今もなお八億の中国人民の敬慕を集めてい

る。そして今年，母国カナダの彼の生地にベ

チューン記念館が開設され，中国から贈られ

た大理石の胸像や中国で彼を記念して出版さ

れた各種の書籍などが展示されている。この

ニュースを伝えた人民日報は，r一人の共産

主義の戦士たるベチューンの一生は光り輝く

ものである。彼の高尚な品徳と無私の精神と

英雄的な業績は，いつまでも人々の心の中に

銘記されるであろう。ベチューン精神は永遠

に光を放っている。」と評している。しかし，

16人の西洋人顧問の中で唯一人中国に真の

意味で受け入れられた無私の人ベチューンに

対しても，著者の鋭い洞察の目が向けられて

いる。r彼はおのれの時代の罪をあがなうぺ

く中国に赴き，この文明を腐敗させたと彼が

信ずる無関心さ，冷淡さ，利益追求といった

ものを，おのれのうちから必死においはらお

うとしたのである。」と。
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　一方，パーカーは20年にも及ぶ中国での

医師生活ののち，外交官に転じ，rアメリカ

政府は人道上，文明上，航海上，商業上の利

益を確保するべく，現在蛮人が住んでいる台

湾島，とくに南東部にいささかのためらいも

なく軍事行動を開始すぺき時である」と驚く

べき進言をした。これは西洋人顧間の辿った

一つの典型的な帰結の姿である。

　ピーター・パーカーはrこの地上の光なき

地に聖なる神の荘厳なる福音の光を隈なく分

かち与える」べく，プロテスタントの宣教師

として中国に渡った。シャールやフェルビー

ストは星の科学（天文学）をもって中国戦略

の武器としたが，彼は医学をもってしたので

ある。彼は意気揚々とニューヨークを出帆，

広東に到着後病院を開いて医療活動を始める

が，この病院は大繁盛であった。パーカーの

外科技術はまことに卓抜したものであったら

しい。だが，彼はその並外れた医療技術を存

分にふるったばかりに，すっかり多忙になり，

本来の目的の中国人の精神的変革にまで及ぶ

暇が全くなくなってしまったのである。布教

と医療の板ばさみに悩んだ彼は，この二つを

放棄して新しい活路を見出したのである。彼

はその語学力によって，アメリカ利権を代表

する対華外交団の一員となったのである。彼

は外交的なことに首を突っ込むにつれて，次

第に中国人に対する同情心を失っていった。

彼は英国に在華利権の安全保障を迫り，まさ

に崩れゆかんとする彼のかつて愛した老大国

中国に対しては“進歩的”新政府の樹立と，

外国との自由交易を強要した。しかし，この

試みは失敗に帰し，彼はその挫折感によって

中国人に対する嫌悪を次第につのらせ，つい

には先の進言をするにまで至ったのである。

彼は技術に溺れて本来の宗教活動を怠った二

人の先駆者シャールとフェルビーストを後車

の戒めとしたにも拘わらず，彼自身その罠に

落ちこみ，所期の目的すら見失ってしまった
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のである。彼は己れの挫折感をひたすら中国

と中国人にふり向け，中国人はr不正直で，

義務を回避し，虚偽を伝える」と思い込んだ。

彼は自分の失敗など全く認めようとしなかっ

たのである。

　彼の失敗の原因は，自らの卓越した医術こ

そ中国布教の鍵であるとその技術にあまりに

頼りすぎたこと，『ジョン・チャイナマン』

（1858年4月10日rバンチ』掲載）の戯

歌に代表される中国人蔑視の傾向が次第に顕

著になりつつあった時代に西洋権益の代表者

となったこととである。

　しかし，より根本的には西洋人顧間が共通

して犯した誤りを彼も犯したからに他ならな

い。その共通の誤りを著者は次のように指摘

している。第一は，彼らが自分達こそ進んだ

技術を持っているのだといういわれなき優越

感を抱いていたこと。第二は，そのために，

その卓越した技術を中国に提供する際に，宗

教やイデオロギーという包装で包んで差し出

し，中国人にそれをそっくりそのまま受けと

れと強要したこと。第三は，これに対し，中

国人は相手の言いなりの条件で外国のイデオ

・ギーを受容すれぱ，それは屈服以外の何物

でもないことを感じとっていたことに，彼ら

が全く気づかなかったことである。この、屯に

対する著者の分析は極めて明晰である。

　このような分析が可能でありえたについて

は，本書が，1967年から68年にかけての

アメリカのヴェトナム戦争への介入の強化と，

それに対する反対運動の盛り上がりの中で書

かれたということが象徴的な意味を持とう。

著者の目には，おそらく‘‘自由世界の防衛”

という，第二次大戦以後の冷戦構造の中でア

メリカが抱き続けてきた“道徳的確信”のヴ

ェトナムヘの押しつけが，中国における西洋

人顧問の間題と二重写しになって映じていた

ことであろう。はたして，アメリカの抱いた

この幻想は，南ヴェトナムの解放戦争に始ま

り，カンボジア，ラオスにおける社会主義政

権の誕生を齎したインドシナ半島でのナショ

ナリズムの昂揚の前にあえなく崩れ去った。

それはまさしく中国における西洋人顧問の辿

った道程と軌を一にするものであったと言え

よう。

　現在，中国は第三世界を中心に大規模な対

外援助を行なっている。その基本原則は64

年，周恩来首相が発表したr中国の対外経

済・技術援助の八原則」に端的に表わされて

いる。その基本的な姿勢は，①援助は一方的

な施しでなく相互的なものである，②援助を

与える際，相手国の主権を尊重し，いかなる

条件もつけず，いかなる特権も要求しない，

③無利子または低利借款の方式，返済期間の

繰り延べなど，相手国の負担を軽減すること

を図る，④その目的は被援助国を中国に依存

させるためではなく，その国が自力更生の道

を歩むよう援助することである，⑤中国の派

遣する専門家は，当該国の専門家と同じ待遇

を受け，特殊な要求や待遇は許されない等で

ある。これらの原則は，直接的には，中ソ関

係の悪化に伴い，ソ連の援助が突然うちきら

れ，自国の経済建設に多大な影響を蒙った経

験を基礎としているが，さらに根源に遡れぱ，

ここ数世紀にわたる西洋列強の援助と搾取の

中で中国が学ぴとったものであり，その体験

に基づいて被援助国の立揚を十分考慮した上

で打ち出されたものに違いない。

　かくて1976年7月，アメリカ，ソ連を

はじめとする先進諸国に援助を拒否された炎

熱の地に中国の東風弓が走ったのである。タ

ンザニア，ザンピアを結ぶタンザン鉄道は，

中国から無利子，10年据置，1983年から30

年間で償還という有利な条件で援助を得て，

完成したのである。その援助は，中国人技師

引揚げの後もいささかの機能停滞を生じぬよ

う，その新技術を他の開発分野でも大いに役

立てられるよう，二つの機関車修理工揚設



備工揚，一鉄道従事者の養成機関の建設をも含

む徹底したものであった。

　一方，今なお，アジア，アフリカ，ラテン・

アメリカの各地で，かつての西洋人顧問の奮

闘と挫折そして中国の岬吟とが繰り返し展開

されている。その意味から言っても，本書は

将来にわたって深い示唆に富んだ一書と言え

よう。

　　　　　　　　　　　（言障言炎；祖ニニ1瑚）

Owen　Chadwick：
　Th6S66％1‘z万zα擁o％げ

　オh召Eし％701）6α％ルπ％4’κ

　地61W吻ご6翻んC碗％触

吉　田　映子

　歴史研究において，ある時代とその精神を

統括的に表現するような用語がある。例えば

くルネッサンス＞とか〈啓蒙＞などの用語は，

それらが事実何であったかはかならずしも明

確にされぬまま，既に了解済みのように使オ）

れる。こういった用語を，著者はun・brcl－

la－tcrm（or　word）と呼ぴ，その限界ととも

に効用をも認めている。「19世紀ヨー・ッパ

精神の世俗化」と題するこの書物で，著者は

〈Sccl11arizatio11＞をンーつのumbrclla－tcm1

として提示しようと試みている。

　〈世俗化〉というのが，狭義には政治制度

や教育制度を宗教の支配から，切り離すこと，

さらに知識，道徳，芸術などの，宗教的起源，

宗教的文脈からの独立を意味していること，

それはまた，かならずしも19世紀のみに特

有なことではなく，西欧近代社会が一貫して

追求してきたものであることまでは，常識的
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に理解できるとしても，その具体的内容とな

ると，問題は容易ではない。それが否応なし

にかかわっている宗教そのものが，とうてい

一筋縄ではいかない性質のものである以」二，

この困難はむしろ当然といえるかもしれ’ない。

　問題を広く　く聖〉対〈俗〉　ということでと

らえるならば，それはあらゆる時代，あらゆ

る社会に，なんらかの形で存在してきたとい

える。〈聖＞〈俗＞の定義如何にもよるが，い

ずれにせよ，完全に〈聖〉なる社会も，完金

に〈俗＞なる社会も，かつて存在しなかった

からである。他面，それはけっして単純な対

立関係ではなく，相互に深く滲透しあうもの

でさえある。宗教改革が〈聖〉から〈俗＞を

切り離すのではなく，〈俗〉を〈聖〉別する

ものであったことは，あらためて述ぺるまで

もないだろう。18世紀の啓蒙は，明らかに

〈世俗化〉を強力に推進したのだったが，カ

ッシラーも指摘しているように，啓蒙の宗教

に対する表面的な敵対性に目を奪われて，そ

の時代の精神的諸問題がつねに宗教問題から

強い刺激を与えられていた事実を見失っては

ならないはずである。その意味で，著者が

〈世俗化＞を，かつて敵味方がそれぞれのサ

イドから，エモーショナルにぶつけあった言

葉としてではなく，近代ヨー・ッパの文明と

社会が，宗教（具体的にはキリスト教）的要

素との間にもってきた関係をあらわす中立的

な用語として用いようとする意図は，一応首

肯できる。

　しかしながら，19世紀を特徴づけるもの

として，例えぱ〈ルネッサンス＞でもく啓蒙〉

でもなく，なぜ〈世俗化〉なのか，また一方，

すでに19世紀をある程度概括できそうな

〈機械と産業＞とか〈科学＞〈実証主義＞など

ではなく，なぜ〈世俗化〉なのか，この点に

ついて，著者の論じるところを検討してみな

1ナれはfならな㌔、。

　著者が焦点を当てているのは，19世紀の


